



今回比較する韓国は57位 (World Happiness Report 2018)
◆OECD指標でも、ほとんどの指標が加盟国の平均以上にもかかわらず、全体では
中位グループに属する (OECD Better Life Index 2017)
世界の幸福/Well-Bing調査
◆客観指標と幸福度との関係は非線形性が高く、関連薄い
（例 DGP：関連低、健康：関連高）ことが多い （田辺・鈴木 2014）
◆Well-Beingの比較は文化圏という広い観点からのものが多い
（e.g. Ronald Inglehart & Welzel 2005）
しかし...
◆同じ文化圏でも価値観には違いがあり、回答の意味合いは異なる






























必要（「文化多様体解析： Cultural Manifold Analysis (CULMAN)」のパラダイム）
◆日韓とも“幸福・満足”の若年の効果は負だが、“不幸・不満”における若年の
効果が正なのは日本の特徴、一方、“生きがい喪失”クラスは韓国だけの特徴





















満足度: 生活全般 0.17 0.07 0.27
満足度: 家計 -0.19 -0.29 -0.08
満足度: 就業状況 0.25 0.13 0.36
満足度: 仕事の充実度 -0.18 -0.31 -0.06
満足度: 家庭生活 -0.19 -0.30 -0.08
満足度: 結婚 0.05 -0.09 0.19
満足度: 友人 -0.24 -0.33 -0.14
満足度: 居住地域 -0.18 -0.27 -0.08
満足度: 時間の余裕 -0.14 -0.25 -0.03
満足度: 余暇の過ごし方 0.23 0.12 0.34
満足度: 生きがい 0.40 0.29 0.51
満足度: 健康 -0.26 -0.36 -0.16
人生の階梯 0.11 0.01 0.20
JPSWB vs KRSWB
JPSWB vs KRSWB
KRSWB vs JPSSP
JPSWB vs JPSSP
主観的幸福度
95% HDI
比較群 平均
